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I はじめに

靡棄物はは経済や産業の発展に伴ない，イ・ドを追って増

大の傾向にある．これら廃棄物の処理かうまく行われな

いと，生活踪境や自然環境か汚染されることになる．

現在一般家）廷から出る Cみは各市町村ならびに処埋糾

合で処理している．又産業廃棄物は事業所自体で処理し

たり，処理業者に依頓したりしている．これらの処理施

設から排出されるものには焼却灰，汚でい，鉱さい，排

出水などかある．

原生省，環塙I}においてもII｛｛和45年以来，水質汚濁防

止法や廃束物の処理等の法律に1山づき仝lKI的な監視体制

に力を人れている．

本報告は昭和52年～54年度に行政検資として ~I,1研究所

に搬人された廃菓物Iいの有害物／貞及び放流水等の検丙結

果をまとめたものである．

TI 試験方法

溶l―|1試験は昭和48り 2月17LI,悶塙庁俵小l3-9], 1半業

廃恋物の有害物仇に係る検責方法に粘つき，半ll庄は付害

な廂業廃兜物に係る半ll庄韮料を定める総理府令 5号によ

った．

含有試験は昭和49年10月 1日，工場排水試験方汰， J 

IS 0102に柑拠し，前処囲はll{{irl51年 7月10日，厄I|こ

省閑燒衛生局通知に小した）j法に1店ついた．

放流水の水質検行は昭和49年 9月3011, 環塙Ii告示64

りに枯づき，水灯は排水J山準をがめる総狸府令35りによ

った．

Ill 結果

A. ごみ焼却処理施設における残灰の溶出試験及び含

有試験

表 1に13事業所の鈷県を不す．沿：―1：試験では伯接これ

を規制するJ,t碍ははいか，有占物質に係る判定）It準に照

らしてみると，これを上まわるものは鉛(Pb)5.11mg / f 

＊秒<l-TI 叫—[i:'/J~卜科汀！項］い[i折

が 1件，六価クロム (Cr6+)3.4 mg/ fが 1件であった。

表 1． こみ焼却処埋施設における残灰の溶出試験及び

含有試験結果 昭和 53. 13事業所

事業所名
溶出試験(mg/£ 含有試験(mg/kg; 

採取年月
Cr6+ Cd Pb Cd Pb 

Y S53 8 0.04 0.005 0 07 6.56 84.2 

T S53 8 0.06 0.009 5.14 31.8 930 

N S53 8 0.26 0.002 0.07 6.77 70.4 

O・T S53 8 0 02 0.002 0.09 4.59 72.9 
—•· - -• - -』」・・』→ "― 

K S53 8 0 74 0.002 0.37 3.60 73.9 

゜
S53 9 0.02 0 006 0.82 7.2 1250 

．． …-

H・Y Sfi3 10 0 003 0.05 8.5 391 

K・S S53 9 0.75 1.75 4 65 308 

Y・O S53 9 0.006 0.08 52.2 2400 

O・S S53 9 34 0 99 2.95 4 0 6 
＇ 

Y・H S53 9 0.03 0.009 0.07 11 0 71 
--. •一

Y・T S53 9 0.35 0.45 4.9 103 

Y・S S53 9 0.42 0.10 1.95 42 

ーは不検出の滋

B.産業廃棄物における溶出試験及び含有試験

表 2~ 7に鉱さい排出事業所 2施設，汚でい排出事業

所24施設の結果を示す．

鉱さい，汚でいの溶出試験ならびに含有試験において，

Pbの溶出試験では34検体1|l，判定枯準を 1：まわったもの

は鉱さい 1件 (3.28mg/ £)であった．又合付試験では

古でい中にPbか 420g;kg含有しているものかみられた．

C. ごみ焼却処理施設における放流水の水質検蒼

表 8に22事閑所の検西結果をホす．昭和53隼 54年の

1,I,j年にわたって検やを行ったところは16施設であるか検

脊付数は両｛「いすれも19施設である．

排水）店廿化をこえるものは53什でpH6{'1(31.6%),Pb 

2件，浮逝物'fi,7((SS)Jf'|:,カトミウム (Cd)lf'Iで

--161 ~ 



表 2~7 産業廃棄物における溶出試験及び含有試験

結果 単位溶出 (mgI f) 

含有（mgI kg) 

昭53.54 19事業所表 2 鉛
口口 こーは不検出の意

Pb 
事業所名 採取年月

溶 出 ＾ 己

有

S53 8 3.28 6330 
A・P 

S54 11 0.06 3250 
鉱 滓

S53 8 0.25 1470 
N•K 

S 54 11 0.20 3420 

S53 6 0.07 121 
T•K 

S54 11 0.09 52.4 

S54 2 9000 
s 

S54 10 0.14 
i 

5300 

S54 2 I I 53_ 50 
I • K 

S54 10 8700 

S54 2 159 

K : i ， S54 ~’ 

←-~ 

i 10 166 

S54 2 25.0 
S・K 

S54 10 74 

S54 2 14800 
T・S 

S54 10 0.03 21400 

S54 2 0.22 420000 
T・K 

S54 4 413000 
汚でい

S53 8 0.54 24160 
I 9.  

S54 4 0.07 27500 

S 53 11 1.05 32500 
K・L 

S54 11 0.47 540 

S 53 11 0.54 2960 
T 

S54 11 0.21 2740 
＇ 

S 53 11 0.08 21200 
S•N 

S54 11 0.02 18900 

S 53 11 0.06 15000 
S・H 

S54 11 0.19 51300 
ー・ ~一

S53 11 4.3 
N・O 

S 54 11 6.5 
．` 

s S53 6 0.02 17.4 

A•T S54 11 31.6 
-

表 3 カドミウム

昭53. 54 12事業所

Cd 
事業所名 採取年月

溶 出 含 有

S53 8 0.27 250,000 
鉱 滓 A•P 

S54 11 0.005 35.6 

S53 6 0.007 5.5 
T・K 

S54 11 0.006 1.1 

S53 6 0.003 14.0 
T•H l 

S54 11 0.006 8.94 

S53 11 0.18 
K・L , - I ----r - --

S54 11 

S 53 11 0.001 0.26 
rl ` ＇ 

S54 11 0.004 0.31 
汚でい

S 53 11 0.002 20.6 
S・N 

S54 11 0.003 14.5 

S 53 11 0.45 
S・H―-

S54 11 0.29 

S53 11 0.53 
N・O 

S54 11 
＇ 
s S53 6 0.009 1.2 

A•T S54 11 0.027 14.2 

A・N S54 l l 18.3 

H S54 11 0.42 

表 4 六価クロム

ーは不検出の意

昭53. 54 8事業所
- -=  

Cr 6+ 

事 業 所 名 I採取年月』尼出

S53 8 
鉱滓 A•P 

0.21 
rl‘ 

S 54 11 

S 53 6 

S54 10 

~.. ~□-·：:: 120― 
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汚 でい S54 2 0.02 
A•S 

S54 10 

S54 2 
K・K 

S54 10 

A・K S54 10 

A・D S54 10 

I • K S54 10 

ーは不検出の意

表 5 水 銀 昭53.54 2事業所
●● 

Hg 
事業所名 採取年月

溶 出 含 有

S53 8 0 0008 11.0 
鉱滓 A・P 

S54 11 2.77 

S53 6 19.4 
汚でい T•H ＇ S54 11 10.8 

ーは不検出の意

表 6

表 7

ヒ 索

ジアン

昭53.54 

As 
事業所名 採取年月

溶 出 含 有

S53 8 580 
鉱 滓 A•P 

S54 11 420 

S53 6 0.01 25.1 
汚でい T・H 

S54 11 9.4 

ーは不検出の意

昭53.54 

2事業所

7事業所

CN 
事 業所名 採 lIll.年月

溶出 含有

S53 6 85.1 
’l ` 

S54 10 3500 

S53 6 0.01 0.2 
A. K 

S54 10 40.9 

S54 2 1.33 
A•H 

S54 10 5.6 
汚でい —•• 

S54 2 0.03 2.11 
A• S 

S54 IO 0.42 5.1 

S54 2 0.04 12,6 
I • K 

S54 10 0.02 42.2 

S54 2 1.17 
K・K 

S 54 10 10.l 

A•D S54 10 570 

pll 
12 

10 

8.:―|―------------―°―_ _ Q_ - - [ 

△ △ /¥ △ ＾ 準

。ス。△゜。。値
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は不検出の意
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同一ごみ焼却施設放流水の昭和53年と54年の

pH比較

あり， 54年ではpH10件 (52.6飴）のみであった．

両年とも検査を行った16施設のpHについて年度別の

比較をしたものを図 1に示す．このうち 7施設は両iいと

も某準i直内で問誼かなかったか 3施設 (18.8%)は両仕

とも基準値外の数値を示した．

D.一般廃棄物埋立処分地における浸出液又は放流水

の水質検査

表 9に17事業所の結果を示す．検査項目も年度により

まち」ちであるがpH,SS, Cd, Pb,ヒ桑 (As), 、ン

ァン (CN),Cr6+,有機リン(Org-P)水銀(Hg)

については括準値を越えるものはみられなかった．

E.秋田県環焼保全センターの浸出液及び放流水の水

領検査

表10は保全センターに搬入された産業廃棄物量を年度

別に示したものである．当センターは51年10月から処理

業務か聞始されているが，処分量は年々liり大しているこ

とがみられる．

表11は環境保全センターにおける52年～54の浸出液と
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表 8 ごみ焼却処理施設における放流水の水質検査結果 昭和 53. 54 22事業所

事 業 所 名 採取年月 pH 
ss Pb Cd Hg CN  

（叩／ t） (mg/,e) （rng/t) (mg/,e) (mg/ f) 

Y•O S 53 ， 6.6 4.4 0 02 0 008 

゜
S 53 11 1.7 317.2 4.9 0.73 

Y•T S 53 10 2.4 1 8. 4 0 86 0.068 

T • K S 54 6 2.5 27.0 0.50 0.052 0 0003 
しI 

0.39 

K • I S 54 7 3.4 27.5 0.20 0.028 0.0005 

T・A  S 54 7 I 7.3 2.0 
一^

S 53 11 3.8 4.7 0. 0 7 0.011 
A l 

S 54 6 10.1 9.0 0.11 0.008 0.0003 0.18 

口＿：19 7.3 1.0 () () 5 D 002 i T•N ← I 

I 5 5.0 3.3 0.12 0 013 0.72 

S 53 ， 7.3 3.6 ".~ 0.002 
A • I s 511 6 6.6 8.8 0 02 o 003 I 0 0003 ， 

... 

S 53 ， 2.7 8.:j 0.25 0.017 
M | 

S 54 5 4.8 48.0 I 0.08 0.008 ＇ 

| ！ I S s 554 3 - 9 6 
6.1 I :155.0 —· 

0.31 0 025 
O・T  ．． 

- 0.022 I • 0.0006 : 5.9 30.7 0.04 0.02 

S 53 ， 6.1 113.5 0.18 0.026 
Y 

S 54 5 4.3 132.0 0 (]6 0,()48 | 0 0020 

S 53 11 i 4.5 1.9 1.11 0.067 
H 

S 54 6 4.4 1.8 0.005 I 0.0004 
I 

ー ・ 9.~”  

S 53 ， 6.6 124.0 0 ()f, 0 004 
K • S I -・--

S 54 7 6.7 0.J 

7.0 1.3 0.001 
0 • R S S 551j 3 7 9 ； 

----

6.7 
＇ 

3.8 り0003 0.05 
~--・--- I----—- - -臀•一

S 53 10 6.6 12.0 0.29 0.019 
N 

| S 54 6 4.9 27.2 0.53 0. 0 2！二0.り002 | 0.07 
- -. - --—• 

H•Y 
S 53 10 

S 54 6 

O•O 

-I 
S 53 ， 
S 54 5 

S 53 ， 

]] -I l:: +----]--=--t。.0002 1 -― 

6.0 25.2 0.19 0.021 
-―|―- - .  - ;―-

8.5 I 36.8 I o 14 I -- I Cl.0025 I 0.66 
l .  -- - .  - - --

4.8 I 7.6 I 0.14 I 0.012 I ・ 
Y・H  

S 54 7 I 6.3 I 13.4 I - I 0.004 I -- I 0.12 
ー・• -. -. - - - -.  -

S 53 9 I 6.5 I 41.5 I O 02 I 0.002 
ーし

S 54 7 I • 4.3 I 8.0 I 0.06 I 0.013 I 0.0003 I 0.02 

S 53 9 I 7.5 I 2.6 I - I 0.001 
: • - - 9- - -

j S 54 5 ,  8.7 I_ 24.0 I. 0.07 I - I - ! --
_-- ≫ - --― -̀――, - - -- - -'-・・ 

S 53 9 I 6.3 I 33.0 I 0.25 I 0.017 

S 54 5 I 6.5 I 63.:j I 0.04 I O 015 I 0.0003 
―..ヽ--~-~~----·

0 • S 

T 

k
 

1. ーは不検出の忍

2. 昭和53年のCr6十はいずれも不検出
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表 9 一般廃棄物埋立処分地における浸出液又は放流水の水の水質検査結果 昭53. 54 17事業所

事業 所名 採取年月 pH 
ss Cd Pb As CN Cr 6 + 

(mg/f) (mg/f) (mg/ f:) (mg/ f) (mg/ f) (mg/ f) 

K S 53 6 7.5 50.5 0.007 0.03 

T S 53 6 8.5 30.5 0.009 0.04 

H•U S 53 5 6.5 7.6 0.002 0.03 

N・H  S 53 5 7.3 9.6 0.002 0.03 

H・H  S 53 5 7.0 14.4 0.002 0.03 

O•U S 53 5 6.7 12.5 

N • S S 53 5 7.4 35.3 0.005 0.06 

T・T  S 53 5 7.2 15.0 0.003 0.04' 

s S 53 8 6.6 152.5 。.006 0.07 0.03 0.01 

S 53 7 8.0 52.1 0.03 
H•O 

S 54 ， 7.2 2.6 
. -• •~ 

H S 54 ， 7.3 17.7 
～・

N・K S 54 ， 7.1 11.2 

H・M  S 54 ， 6.3 7.4 

T S 54 ， 7, 2 39.8 
.. 

J¥. K S 54 ， 6.9 5.8 
-~-—ヽー---

T•S S 54 ， 7.2 2.6 

T・K  S 54 ， 7.1 35.7 

ーは不検出の愈 2. 昭和53鉗のOrg-P，昭和53.54年のHgはいずれも不検出

表10 秋田虹環境保全センターに搬入された痒業廃棄物

量

昭 和 51年度

|l{{ iI1 52年度

昭fu53年度

昭和 54年度

9,590 t 

30,424 l 
--

3 2, 2 4 5 l 

3 8,5 0 7 t 

（秋田県環境衛生課資料）

放流水の水四検査結果てある．年度別に検白回数は異な

るか浸出液で27回，放流水で31回行った．

52年度の放流水でpH8.8が 1回(3.2%)みられたか，

それ以外はpH6.2~8.6の範囲内で問頗はなかった．

VI まとめ

以上の検仇結果を総休的に次のことか指摘される．

A 「こみ焼却処理施設の残灰ならびに放流水」， 「

事業所の鉱さい，汚でい」では重金属濃度の高いものが

散見される．

B 「こみ焼却処即施設の放流水」ではpHが韮準外

のものか多くみられた．

表11 秋田虹閲椅保全センターにおける浸出液及ひ

放流水の水質検査結果

没出液

年度 152 153 IS~ 

pH口：□□□□
平均

Cr6+1 

最小～最大

平均，――
Cd 

最小～最人

平均，一

放 流 水

52 1 53 | 54 
---―, 

12 I 12 

二~77

ー 9

0.000~ 
0.001 

Pb汲；了゚ 00~0011°二゚゚021°°口゚゚011°.00~0011°二゚゚01|°□30竺

Zn 
最小～最大 0.00~ 0. 0 7 0.00~0.1410.00~1.27 

平均
CN 

殴小～最人 0.00~0.02 ー 1(). 0 0 ~0.02 

1. ーは不検出の意

2. As. CN. Org-Pは浸出液，放流水とも不検出
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